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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 4,882 △28.3 134 40.8 138 41.9 87 62.3
21年3月期第2四半期 6,812 ― 95 ― 97 ― 54 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 15.95 ―
21年3月期第2四半期 9.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 10,599 6,573 59.7 1,151.39
21年3月期 10,357 6,528 60.4 1,138.41

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  6,330百万円 21年3月期  6,259百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― ― ― 7.00 7.00
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想） ― 5.00 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,200 △16.1 190 122.7 180 323.8 120 135.4 21.83
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表】  ４．その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値
と異なる結果となる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 5,500,000株 21年3月期  5,500,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  1,758株 21年3月期  1,758株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 5,498,242株 21年3月期第2四半期 5,498,640株
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当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、前年下期はマイナス成長であったが、2009年4～６
月期にはプラス成長へ転換しました。これは各国政府協調による巨大な財政支出によるところが大きく、
自律回復にはいまだに遠い状態にありました。鉱工業生産も３月より６ヶ月連続で前月比を上回り、回復
の兆しも見込まれておりますが、依然として昨年比８割程度の水準にあり、企業の設備投資も減少を続け
ております。一方、個人消費は第１四半期にプラスに転じたものの、減税や補助金政策に支えられたもの
であったため、効果は一部の自動車・家電業界に限定されておりました。失業率が史上最悪を更新すると
いう厳しい雇用・所得環境の中、海外では金融不安が依然としてくすぶるなど、先行きには予断を許さな
い情勢が続いております。 
 当社グループの関連する樹脂業界におきましては、国内の住宅着工件数は昨年末より９ヶ月連続で前年
割れとなっており、住宅・建築資材用途は非常に厳しい状況で推移しております。また、国内の設備投資
も減少傾向であることなどから、工業資材用途であるタンク・パイプも低調に推移し、全体として出荷量
は減少いたしました。 
 このような状況のもと、当社グループは不飽和ポリエステル樹脂事業におきましては、主力の住宅関連
用途、建設資材用途は業界同様に厳しい状況が続き、公共事業に関連する工業資材用途でも、出荷減とな
りました。塗料用樹脂はVOC規制に対応した粉体塗料用樹脂、電器部品用途、電子・光学用途、自動車関
連用途等の不振が響き、製品全般にわたって出荷減となりましたが、原価低減・経費削減に努めました結
果、経常利益は前年を上回ることができました。一方、昨年から販売を開始しております当社の中国子会
社は、市場での競争激化等により販売量が伸び悩み、赤字計上を余儀なくされましたが、グループ全体と
いたしましては利益を確保することができました。 
 この結果、当第２四半期連結累計会計期間の業績は、売上高48億82百万円(前年同期比28.3％減)、経常
利益1億38百万円(前年同期比41.9％増)、当期純利益87百万円(前年同期比62.3％増)となりました。 
  

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、流動資産では、現金及び預金の増加75百万円、受取手形及
び売掛金の増加2億95百万円、たな卸資産の減少2億20百万円等があり、また固定資産は6百万円減少とな
り、総資産は前連結会計年度末と比較して2億41百万円増加の105億99百万円となりました。流動負債では
短期借入金の増加92百万円、未払法人税の増加83百万円等があり、固定負債では退職給付引当金の減少35
百万円等があり、負債合計は前連結会計年度末と比較して1億97百万円増加し、40億25百万円となりまし
た。純資産は、前連結会計年度末と比較して44百万円の増加となり、65億73百万円となりました。  
 キャッシュ・フローの状況は、営業活動によるキャッシュ・フローは税金等調整前四半期純利益1億37
百万円の計上に対し、減価償却費1億35百万円、売上債権の増加2億94百万円、たな卸資産の減少2億25百
万円等により54百万円の増加となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは有形固定資産の取得等
により21百万円の減少となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは短期借入金の増加、リース債
務の返済、配当金の支払等により40百万円の増加となりました。この結果、当第２四半期連結会計期間末
の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ75百万円の増加となり、20億94百万円となりま
した。  
  

当期の業績予想につきましては、本日発表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧下
さい。 
  
  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 
  

① 棚卸資産の評価方法  
  棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積
り、簿価切下げを行う方法によっております。  
 ② 法人税等の算定方法  
  法人税等は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に
見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。なお、法
人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 
 ③ 繰延税金資産の回収可能性 
  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差
異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予
測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

該当事項はありません。 
  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   
流動資産   
現金及び預金 1,594,161 1,518,446 
受取手形及び売掛金 3,371,349 3,075,986 
商品及び製品 553,724 766,338 
仕掛品 58,360 69,597 
原材料及び貯蔵品 363,918 360,631 
その他 696,393 598,328 
貸倒引当金 △1,532 △1,532 
流動資産合計 6,636,376 6,387,797 

固定資産   
有形固定資産   
建物及び構築物（純額） 837,040 851,028 
機械装置及び運搬具（純額） 1,021,364 943,633 
土地 1,340,442 1,340,442 
その他（純額） 189,452 269,103 
有形固定資産合計 3,388,299 3,404,206 

無形固定資産 16,087 17,495 
投資その他の資産   
その他 558,526 547,899 
貸倒引当金 △200 △200 
投資その他の資産合計 558,326 547,699 

固定資産合計 3,962,714 3,969,401 

資産合計 10,599,090 10,357,199 

負債の部   
流動負債   
支払手形及び買掛金 2,458,015 2,453,374 
短期借入金 224,800 132,200 
未払法人税等 96,334 13,215 
引当金 76,873 80,227 
その他 366,247 297,954 
流動負債合計 3,222,271 2,976,972 

固定負債   
退職給付引当金 400,751 435,802 
役員退職慰労引当金 43,538 56,110 
再評価に係る繰延税金負債 312,532 312,532 
その他 46,783 47,162 
固定負債合計 803,605 851,607 

負債合計 4,025,876 3,828,579 
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   
株主資本   
資本金 1,100,900 1,100,900 
資本剰余金 889,640 889,640 
利益剰余金 3,894,638 3,845,428 
自己株式 △905 △905 
株主資本合計 5,884,272 5,835,062 

評価・換算差額等   
その他有価証券評価差額金 13,651 7,396 
土地再評価差額金 468,798 468,798 
為替換算調整勘定 △36,092 △52,021 

評価・換算差額等合計 446,357 424,173 

少数株主持分 242,584 269,383 
純資産合計 6,573,214 6,528,619 

負債純資産合計 10,599,090 10,357,199 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 6,812,725 4,882,419 
売上原価 5,866,512 4,015,569 
売上総利益 946,213 866,850 

販売費及び一般管理費   
運搬費 264,424 221,959 
その他 585,955 509,964 
販売費及び一般管理費合計 850,379 731,924 

営業利益 95,833 134,926 

営業外収益   
受取利息 2,679 2,224 
受取配当金 19,720 11,474 
その他 9,348 3,388 
営業外収益合計 31,748 17,087 

営業外費用   
支払利息 513 2,943 
売上割引 6,132 3,493 
たな卸資産廃棄損 3,597 － 
支払補償費 11,667 － 
支払手数料 － 2,838 
その他 8,285 4,526 
営業外費用合計 30,196 13,802 

経常利益 97,386 138,211 

特別損失   
固定資産廃棄損 5,713 548 
固定資産売却損 5,537 － 
その他 2,000 － 
特別損失合計 13,251 548 

税金等調整前四半期純利益 84,135 137,662 

法人税等 62,283 92,068 
少数株主損失（△） △32,186 △42,102 

四半期純利益 54,038 87,697 
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   
税金等調整前四半期純利益 84,135 137,662 
減価償却費 120,918 135,323 
売上債権の増減額（△は増加） △13,844 △294,017 
たな卸資産の増減額（△は増加） △182,229 225,217 
仕入債務の増減額（△は減少） 140,682 2,785 
その他 △49,615 △149,456 
小計 100,046 57,515 

利息及び配当金の受取額 19,720 13,698 
利息の支払額 △667 △2,943 
法人税等の支払額 △117,623 △13,340 
営業活動によるキャッシュ・フロー 1,476 54,930 

投資活動によるキャッシュ・フロー   
有形固定資産の取得による支出 △480,191 △20,716 
その他 7,916 △1,032 
投資活動によるキャッシュ・フロー △472,274 △21,748 

財務活動によるキャッシュ・フロー   
短期借入れによる収入 154,500 81,810 
長期借入金の返済による支出 △67,400 － 
自己株式の取得による支出 △270 － 
リース債務の返済による支出 － △3,049 
配当金の支払額 △38,464 △38,487 
財務活動によるキャッシュ・フロー 48,365 40,273 

現金及び現金同等物に係る換算差額 341 2,260 
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △422,091 75,715 

現金及び現金同等物の期首残高 2,564,994 2,018,446 
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,142,902 2,094,161 
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当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 
  該当事項はありません。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 
  該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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注 １ 生産実績金額は、生産数量に平均販売単価を乗じて算出しております。 
２ 商品仕入実績金額は、仕入価格によっております。 
３ 当社グループは受注生産は行っておりません。 
４ 上記金額には、消費税及び地方消費税は含まれておりません。 
５ 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

 

6. その他の情報

(1) 生産実績
（単位：千円）

事業部門 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 前年同四半期比(％)
汎用樹脂部門 2,148,502 1,512,032 △29.6
高機能性樹脂部門 3,984,378 2,884,666 △27.6
合計 6,132,880 4,396,699 △28.3

(2) 商品仕入実績
（単位：千円）

事業部門 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 前年同四半期比(％)

汎用樹脂部門 374,278 206,328 △44.9

高機能性樹脂部門 107,164 81,245 △24.2

合計 481,442 287,573 △40.3

(3) 販売実績
（単位：千円）

事業部門 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間 前年同四半期比(％)

汎用樹脂部門 2,588,367 1,883,323 △27.2

高機能性樹脂部門 4,224,357 2,999,096 △29.0

合計 6,812,725 4,882,419 △28.3

相手先

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 

  至 平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
  至 平成21年９月30日）

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)
三菱瓦斯化学㈱ 1,201,848 17.7 910,138 18.6 
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